


埼玉県 T市を対象地域として、昭和 59年 12 月から昭和 60 年 2月の間に、生徒の精神衛生

問題とくに不登校についての、学校と地域の連携の実態を明らかにするための調査を実施

した。調査対象者は、T 市内の全公立中学校(15 校)と高等学校(7 校)の養護教諭で、うち

中学校の 1名が休職中であったので、対象数は 21 名である。調査の方法は、面接調査とし、

不登校の事例についても突っ込んだ聞きとりを行なったが、今回は第一次集計結果のうち、

学校内外の人や機関の養護教諭に対する姿勢および、それら人や機関に対する養護教諭の

期待についての部分を報告する。 


